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有羽海長養漕企業化試験のー士費として，

f者等について調査してきたが，本年度は，

比較に重点をおいて行った。
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調査方記長と結果及び考察

採i'B奉質について

採活基質による発茅状況をみるため，
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て 39半7月 19日採dfし， 9月24白倹鏡した結果 eri，ク ν壬ナ.ンユロ，.;1::司淫!長1)発茅で良

好ぜあコ/ヒ刀" ITri若干悪かったっ各々。発茅l者級はクレモナ 4.5，シ.;J..口.:1.5，竹4.0でるつ/と。

・誌発茅i者級の長分
1. ')番生している心が半じて分るヲ

2. 2...... 3ケtWにみられるヲ

3. 4-5ク析に今られる。

4. 1 -2. i見野毎にみられる。

5. をき視野に多投みられるヲ

2. 繰越容量毒通J醤

ilt質ピヱー Jレパイプの 10 (明パ 20 C1II砕を 1mik，崎ーに 7ケ選結し. 7司19己採5したが，俸の

放出が不良のため， 8 月 4 白再屋EE菜占を行い，鳴り縄を一定にして;毎週f吾妻~i'行コた。

手告茅:伏(兄は 9月24日， 1 1月278V2団塊盆し，結果は次表乃とおりでるったう

垂下梁変 AIJ 発芽状先(ク νモナ糸 1

言主 垂下6足度vま枠番号にj可じ

?月 24日の縄全で往信1);2枠(水己表 2m )以浅は若 3待以梁より発茅が悪がった'0'， 1 1月29
日の調査では，第 1枠がや h慈いぞけで，築 2;件以探は良好であっセ。

過去3ケ土手の7渚果を総合してみると，例半変りなくよい発茅を示したδは，水面下 2mがら 5m

であったが. 5 m以栄に汚いても調査笥週のス 5mまで戊比竣的良好な発茅がみられそ=。従って奥

i有地先における海酒今望書は 2m以探で行うのが望ましい。

5 成長変について

イ， 地域dリ干重苦のqjt.長

ワカメは者地によって葉長にかなり差がみられるので，種若としての適橿を見出すため， 日本

海(梁j帯)l幸樫毎実(三記長後〕謹奥湾(躍有国)太平洋(大久喜〕県外〔宮城県萩の浜)の侵

華を 11月5日必縛，そD他は 11月27日に分散した。

成長変rま大型業体長詳の 51国体を測定し， 12月22日， 2月18日， 3月 11日， 3月24 

日の 4四割査した結果次表のとおりであった。
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平均業体長

平均伸長さ玄〈tJZS/day)

調査期間を通じての平均伸長準は，養殖深1支O.1民う場合江、 4-0.9切 /daァで. 1. 1 mの

の場合 O.5 8....... C. 9 8 c沼/daアであった。

最大葉体長祥の平均値でふると，深浦，没後，官h良県章治.;9 0μ:しとを示し，次いで大久喜虐

がよく，縛団活，三tA産は成長が惑かつpそづ"三究産必室内宅妥Gδ 葺であり，しかも仮植を行

っていないためu中出が遅れた〕成長が甚しく遅れた。
又侍沼窪‘主茅吋が不良ヨコうえ，組境したヂーターをイ号るため一定/)JJ~ ~五合計測したが， f也の場

所では 9 01祝均外に成長した i悶依も多く，この値が必ずしも代表的なイl査と~.，..いえない。

これら各地のワカメぷ，簿坦7主を除いてはナy プワカメ 9形態で品質も良いが，母国産は成実

業と業の閣が短い内湾性の形で，品質7，)!答ちる。



過去の結呆や成長度，品質等を考慮した場合，本地先の養先宣対象としては議晶長後，宮戎長

虚がよく，大久喜志も殆どi可侵変とみられる oX，三頃産は11中出し時刻を皐〈するととにより長

後産極度に成長するものと思われる。

0，採苗基質による成長

クレモナとシュロに同時に採草した必滑走，大久喜産についてみると， ~(宥産は養殖己表度 O. 1 

m， 1. 1 mともンユロがよく成長したが，大久長産では調査日によってまちまちで，明らかな差

はみられなかった。

，、，深度AiJ成長変

垂

F 

f栄

..~主

海高官重姿J道層を今るため， 小砕を 7ケ連結して垂下したが， これをそ心ま~ 3月まで遣いて，

d長皮必の成長を調食した結果は下閣のとおりて3

@波長と宝言漕諜度の[縛添

10 20 30 40 50 60 7日田町 1oo( (:ゆ
F ←一一← 集係長
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5 I /f / 設
まerst日37土手度

7 I fム l
』一一-~ ，主 H 3 9 " 

( 12/22) 

)内 4主調査月日

. (3711) (玉/24)

(3/12) 

水面下 5・....4mがよく 1.lX;長し， 37年変の傾向とはかなり異っていた勺即ち 37年!支は 4.5m 

まではよい成長を示し， とれより以深では極端に悪〈なっていたが，本年変の結果では 37年度

のような大差はみられなかった。

発茅状況では 2m以浅が悪かったとと， (夏期高温時に枯死したものが多いことを物語ってい

る。)来変により成長に大差がなかったことからみて，脅りが少なく透羽度が大きかったことが

一国と考えられる。

4. 収量について

イ， 養丹宣探変ぷリの収量

幹緒。単位施設当り収重量を増すととを目的に，殺縄を O.1 m， 1. 1 m， 2. 1 n且， 3. 1 mの 41曹

に張って養嫡を試みた。
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収量は 5月24日. 4月27 日の 2 白調貸し，結呆~次表 A実に示しだっ」く，この中より 4

→層に分散霊安局直したものを抜出して B言語iこ示した。

収量調盃結果 A :'i受

持元議京斗1mL:~ 2: ， m~ I ，~ 
保 l曾巻付 クレモナ 5.3ザ i 3-'ヘr; I 3. 4ザ 2.2.'-9 

三託 H I n I 0.5 I 2. 0 

大久喜 H I H I 6. 4 I 3. 0 I 1. 8 I 1.2 

パF! ii I n シュロ 7.5 広5 I 3.8 I 4.2 

ょぇ 後 H I H I 4.4 I 5.6 

大久喜 " I H 之013.o I 2.8 I 1.7 

宮城県 M ' 2d J 
d寝 j帯 主主込 ク νモナ 2.4 3. 2 I 2. 3 I 1.8 

二基正 " I n I 1. 1 

大久喜 n I H I 3.9 1. 6 I 1.0 I 
3寝{甫 ' シュロ 4.6 5. 9 I 4. 0 I 3_ 1 

i甫凪 n I 1/ 日.3 I 1.7 

長後 ~______L_--，，_____J__ 2.6 i 7.2 I I 
大久喜 H I " I 7. 1 I 1.6 j 0.5 I 1日

一一一卜一一
宮戎L畏 " I H I 2.4 0.8 

三土明(9 0L羽目 1 最下 2m)(4ー__Ll一市_l56.8匂 1.18'.'}/m 

n ( 7 0 (泊目 ) " I 2 m)( 4 m い|一一キ=一一一二6ι9比一土込 58.1 I 0.97匂 /m
一一一一ト一一一一一一一一}

n N 居侵巷1 2mX4m 令 品目 45.5 I 0.7 6k9/m 

B表

引.~叩宅k程岨そA之r 、-匂~ m I 1.1m 

4表情巻付ク νモナ 5. 0 '¥.'} I 3.7 ¥'} I 3.4匂 2.2，，'1 

H :ンユロ 7.3 I 5.5 I .~.8 I 4.2 

者込 7νモナ 2.4 I 3.2 I 2.3 I 1.8 

H シュロ 4.6 I 5-9 I ~O I ~1 

大久喜 :き付 7νモナ 6.4 I 3.0 I 1.8 I 1.2 

が シュロ 2.0 r 3_0 I 2.8 I 1] 
主主込ク νモナ 日 1.6 I U I 1.0 

8 シュロ I 7.1 1.6 I 0.5 I 1.0 

乎均収量 4.21 '¥!j I 3.44 t 2.53 I 2.03 
これよリ探安対日 D収量を今ると， 多少順位;6.送付こ'主ウているもうもちるが，大部王子，ま梁変乃浅

い)jが収量が多く云って治り. 平均i佼骨量で、ま深安がぞ〈玄る rこつれて順次'J、きい1直を示してけら

従って 3.1mまでの可に 3̂v、ても，戸建ρ程収量/1.多いことが介主が， とコ~~舌果、ま 3 7平度と周

濠でちコセ。
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ロ巻付と差込について

大訪日分ほ巻吋J)}jが差込より収量が多くなっており，三司王設の場合は室内存:長極置のため，発

茅教が多いためか差込の収量が証券ってい/と。

ハ梢式の査委姐について

Jf足量噌大)]/宏のー壌として，クレモナロープ(8ミリ)により 94 l沼及(f7 0 L羽目合で，縦2

m， t黄4砲の網を作成し， これに直接採苔して海L辰之垂下各委， 蚕タ直を試みた。

結果は収量調金積呆A表に記載したが， 9 4峨甘柑のロープ必長は約 48m， 70l滑昌嗣は約

6 0 mで， 1m当り凡そ 1ザの収主主であった。

N 今後の謀逗

クレモナロープつ網に直接係自5し養埴した場合， 2m)く4mの縛 1枚から約 601¥9が収穫された。

網による愛婿の可能性，採算性について一応のメドが侍られたので，今後は，経済的な白合，及び

安価でしかも着生の良好な基賓の倹封が採算性を向上させる面から必要であり，このため邑合につい

ては， ワカメの生長;伏惑がら，光線量の多い綱の上越の白合さ小さ〈し， 下諦を大きくして， できる

ぞけ一様に生長するよう配慮することが大切である。父，若生基質については，ポリピエーノレアルコ

ーノレ系が良好であるが，fl届洛が高くつくと云う欠点があるが，反対に者生は悪いが価格が安〈強度に
島幸るポリエチレン系との混撚ロープを使噂して調盃を行う予定である。
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